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　村上高校野球部で主将を務め、７月10日から

開催される全国高等学校野球選手権大会新潟県

予選に向けて練習に励んでいる鈴木史昭さんに

お話を聞きました。

ー野球を始めたきっかけは？

　兄が野球をやっていて、見に行っているうち

に自分もやりたくなっていました。兄がやって

いるから、自分もやりたいという感じでしたが、

始めると野球は本当に楽しくて、どんどん野球

に魅かれていきました。

ー野球をしていて一番楽しい時は？

　チームのみんなと野球をやっている時です。

普段はきつい練習もありますが、周りに仲間が

いるので、きつい練習も楽しく乗り切れます。

その仲間と試合で勝てた時は、本当に野球の楽

しさを実感します。

ー最後の夏に向けて、意気込みをお願いします。

　村上高校は甲子園に出場したことがありませ

ん。その歴史を変えようとこれまでやってきま

した。いままでやってきたことを信じて、一戦

必勝で戦っていきます。お世話になった人に甲

子園出場という形で恩返しをするためにも、絶

対に甲子園に行きます。

ーそれでは、将来の夢は？

　具体的にはまだ決まっていませんが、なんら

かの形で野球に携わっていきたいと思います。

野球はとても奥が深くて魅力のあるスポーツな

ので、その楽しさをもっとたくさんの人に知っ

てもらいたいです。就きたい仕事ができるよう、

しっかりとこれから勉強も頑張っていきます。
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　このたび、議会議長を務める橋八男さんに県町

村議会議長会から自治功労者表彰が贈られました。

　橋さんは、平成21年８月１日から現在に至るま

で長年にわたり議会議長として尽力され、地方自治

の振興発展に貢献されました。

　また、県町村議会議長会の副会長を務められたこ

とへの感謝状もあわせて贈られました。

　表彰おめでとうございました。
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ししとうのきんぴら
　ビタミンが豊富なとうがらしの甘味種です。

ご飯のお供にも最適な一品です。
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関川村食生活改善推進員 の皆さん

・ししとう　40本　・削り節　１袋

・サラダ油　大さじ１　

【A】 

・酒　大さじ１　・みりん　大さじ１

・しょうゆ　大さじ１　・砂糖　小さじ１

① ししとうはへたを切り落とし、爪を立てて縦に

　 切り込んで種をこそぎ取る。

② フライパンにサラダ油を入れ弱めの中火で熱し、

　 ししとうを入れてじっくりと２〜３分炒める。

③ しんなりしたら【А】を加え、煮汁がほとんど

　 なくなるまで炒める。

④ ③に削り節を振り、ひと混ぜして火を止める。
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